
埼玉医科大学 保健医療学部 臨床工学科 ［2026年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次 ディプロマ・ポリシー

臨床工学科 保健医療学部

医療関連分野に従事する者
として、とくにその倫理的側面
を理解し行動できる。

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を
知り、生涯にわたり自己の資
質の向上に努めること。

医用生体工学ならびに各種
医療機器に関する最新の知
識と技術を身につける。

協調性に富んだ社会人とし
て様々な職種の人々と協力
し、医療の安全につねに留
意するとともに、社会的視点
に立って地域の保健医療に
積極的に関わることができ
ること。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、患者さんの
立場に立った医療を実践でき
る。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。
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医用生体工学・臨床工学の
進歩に対応可能な理工学的
素養を身につける。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

医療機器の動作不良や故障、
さらに動作異常の事態に適
切に対処できる。

ス
ポ
ー
ツ
科
学

社
会
学

電
磁
気
学
＋
演
習

英
語
Ⅱ

技
術
英
語

力
学
＋
演
習

情
報
と
計
算
機

英
語
Ⅰ

数
学
Ⅱ
＋
演
習

細
胞
生
物
学

生
物
化
学

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
実
習

計
算
機
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

電
気
回
路
＋
演
習

数
学
Ⅰ
＋
演
習

基
礎
統
計
学

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
実
習

応
用
数
学

電
子
工
学
＋
演
習

医
用
治
療
機
器
学
Ⅰ

生
体
物
性
論

機
械
工
学
＋
演
習

セ
ン
サ
・
計
測
工
学

生
体
計
測
機
器

医
用
音
響
工
学

ヒ
ト
の
病
気
Ⅱ

ヒ
ト
の
病
気
Ⅰ

薬
理
学

医
用
治
療
機
器
学
Ⅱ

臨
床
支
援
技
術

通
信
工
学
概
論

病
理
学
総
論

麻
酔
学

ヒ
ト
の
病
気
Ⅲ
、
Ⅳ

デ
ジ
タ
ル信

号
処
理

シ
ス
テ
ム
制
御

生
体
工
学

総
合
演
習
Ⅱ

医
用
材
料
学

医
用
超
音
波
工
学

医
用
画
像
機
器

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

英
語
Ⅲ

英
会
話

臨
床
工
学
概
論

公
衆
衛
生
学

社
会
福
祉
論

代
謝
機
能
代
行
機
器

機
能
代
行
機
器
実
習
Ⅰ

循
環
機
能
代
行
機
器

医
療
機
器
安
全

管
理
学
Ⅱ機

能
代
行
機
器
実
習
Ⅱ

医
療
機
器
安
全

管
理
学
Ⅰ

呼
吸
機
能
代
行
機
器

医
療
の
基
本
Ⅰ

機
能
代
行
機
器
実
習
Ⅲ

医
療
機
器
安
全
管
理
学
実
習

救
急
救
命
論

放
射
線
医
学
概
論

動
物
実
験
学 生

体
工
学
総
合
演
習
Ⅳ(

通
年
）

基
礎
工
学
実
験
Ⅰ

卒
業
論
文
（
通
年
）

臨
床
実
習

医
療
の
基
本
Ⅱ

生
体
工
学
総
合
演
習
Ⅲ
（
通
年
）

生
体
工
学
総
合
演
習
Ⅰ 生

体
工
学
実
習
（
通
年
）

基
礎
工
学
実
験
Ⅱ

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅱ

臨
床
工
学

生
体
組
織
工
学

医
用
情
報
処
理
工
学

医
用
光
学



埼玉医科大学 保健医療学部 臨床工学科
［2023年度以降入学生］

1年次 ２年次 ３年次 4年次
ディプロマ・ポリシー

臨床工学科 保健医療学部

医療関連分野に従事する者
として、とくにその倫理的側面
を理解し行動できる。

幅広い教養と生命の尊重を
基盤とした豊かな人間性を身
につける。

保健医療に関する国際水準
の知識と技術の修得を基本
とし、未知の課題を自ら解決
する意欲と探求心をもつとと
もに、自らの能力の限界を
知り、生涯にわたり自己の資
質の向上に努めること。

医用生体工学ならびに各種
医療機器に関する最新の知
識と技術を身につける。

協調性に富んだ社会人とし
て様々な職種の人々と協力
し、医療の安全につねに留
意するとともに、社会的視点
に立って地域の保健医療に
積極的に関わることができ
ること。

全人的医療、患者さん中心
の医療を原点に、患者さんの
立場に立った医療を実践でき
る。

チーム医療の中で調整・連携
の役割を果たすための適切
なコミュニケーション能力を身
につける。

人間の生命に対する深い愛
情と畏敬の念を基盤として、
高い倫理観と豊かな人間性
を涵養すること。
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医用生体工学・臨床工学の
進歩に対応可能な理工学的
素養を身につける。

常に自らの能力を点検・評価
し、生涯学びつづける姿勢を
身につける。

医療安全管理の重要性を理
解し、状況に応じた適切な行
動をとることができる。

医療機器の動作不良や故障、
さらに動作異常の事態に適
切に対処できる。
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